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事業再評価書                         独立行政法人都市再生機構 

地 区 名 南部大阪地区（泉北竹城台一丁団地） 

 所 在 大阪府堺市南区１丁２番 

 事 業 手 法 
地域居住機能再生推進事業 

〔住宅市街地総合整備事業（拠点開発型）〕 

 地 区 面 積 約 10.6ha 

 採 択 年 度 平成 26 年度（予算化） 

 
評 価 の 

区 分 
再評価実施後に５年間を経過した時点で継続中の事業 

地 区 の 概 要 

位 置 ・ 交 通 

条 件 
泉北高速鉄道「泉ケ丘駅」から徒歩約４分 

現 況 等 

地区内のＵＲ泉北竹城台一丁団地は、建物老朽化のため、居住

水準向上や土地有効利用の観点から建替時期を迎える。 

 

○泉北竹城台一丁団地 

・管理開始年度：昭和 46 年度 

・従前管理戸数：1,502 戸(5 階建：33 棟、11 階建：8 棟) 

事 業 の 経 緯 

平成 25 年 ６月 地域居住機能再生計画策定 

平成 26 年 ３月 地域居住機能再生推進事業 新規採択 

平成 29 年 ３月 建替事業着手 

平成 29 年 ３月 地域居住機能再生計画変更 

平成 30 年 ３月 地域居住機能再生推進事業 再評価 

令和元年  ７月 Ⅰ期先工区 除却・基盤整備工事着工 

令和３年  ２月 Ⅰ期先工区 建設工事着工 

令和５年  ３月 Ⅰ期先工区 入居 

そ の 他 － 

- 2 -



計 画 諸 元 

○主要街区における UR 賃貸住宅等の建設 

  従前戸数 建設戸数 整備敷地※ 

１街区 732 戸 896 戸 1.0ha 

２街区 770 戸 553 戸 4.3ha 

全体 1,502 戸 1,449 戸 5.3ha 

※移管道路等を除く賃貸または分譲敷地 

 

○公益施設の整備 

無し 

 

○道路・公園の整備 

移管道路：約 56m 

 

○事業費 （令和６年３月事業計画） 

全体事業費 

（国費） 

約 138 億円 

（約 46 億円） 
 

1. 

事 業 目 的 等 

事 業 の目 的 

 持続発展可能な住宅地の再生に向けて、ニュータウンの貴重な資産で

ある公的賃貸住宅を最大限に活用し、若年・子育て世代の居住促進、

健康かつ幸せなくらしに資する機能の導入、多彩な地域魅力の創造の

３つの重点テーマの方向性に基づき、取組を進める。 

 堺市の上位計画による、ニュータウンとしての環境の保全と良好な住宅

地の維持向上を目的に、泉北高速鉄道泉ヶ丘駅から徒歩圏の郊外の

大規模団地として建替を促進し、地域の特性に応じた新たな機能導入

を図る。 

 駅から徒歩圏にある立地や環境を活かした敷地の有効利用・設備性能

等居住水準の向上を図ることにより、都心に交通至便な立地に良質な

ストックを形成する。 

事業実施 

（機構参画）

の 意 義 

・地公体、住宅供給公社等と協議会を作り、関係者連携のもと、大規模な

公的賃貸住宅団地の連鎖的建替えにより、地域全体の居住機能を再生

する。 
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2. 

政策効果分析  
Ｂ／Ｃ＝1.00、残事業Ｂ／Ｃ＝1.04 

3. 

事 業 を 実 施

することによ

る効果・影響 

居 住 水 準 の 向 上 等 

（ U R 賃 貸 住 宅 ） 

【建替事業による居住水準の向上】 

 多世代に対応した多様な型式を供給 

 設備の改善、バリアフリー化により安全性を向上 

周 辺

環 境

向 上 

安全・快適な

生 活 空 間 

 整備敷地は、地区の魅力向上に向け、用途地域に応じた商業

施設等の誘致を検討中 

都 市 景 観 の

調 和 

・泉ヶ丘駅へのアクセスが良好な立地と、丑池等の周辺の自然

を活かした住棟配置により駅前の都市的景観と丑池の自然景

観をつなぐ魅力的な屋外空間を創出 

・堺市の緑道等と連続した団地内通路の整備により、既存の歩

行者空間とネットワーク化し利用者の利便性と周辺の緑空間・

丑池の親水性を両立 

少 子 高 齢 化 社

会 へ の 対 応 及

び 生 活 利 便 性

の 向 上 

・団地内コニュニティ促進のため、キッチン設備や丑池側にウッ

ドデッキを配し交流の図りやすい集会所を再整備 

4. 

実施環境 

1） 

事 業 の 進 捗 

 １街区後工区においては、事業計画どおり令和 9 年度中の完

成を予定している。 

 ２街区においては、移管道路整備や土地の引き渡しにおいて

も、事業計画どおり令和 15(2033)年度末までの完了を予定し

ている。 

2） 

事業リスクの見込み 
現時点で想定される大きなリスクはない。 

3） 

コ ス ト 縮 減 や 新 技

術 ・ 制 度

等 の 導 入 

－ 

対応方針案  事業継続 

 
対 応 方 針 案 決 定 の

理 由 

 当該事業による居住環境の向上に加え、地域一体での屋外

整備等により良好な住環境と外出機会創出に資する空間の

形成が図られている。 

 集会所の整備や、今後創出される整備敷地への生活利便施

設の誘致により、生活利便性の向上やミクストコミュニティの

形成が期待される。 

 利便性の高い立地へ良好な住宅ストック等を整備することによ

り地域全体の居住機能を再生が期待できる 

 

以上のことから、「事業継続」 
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南部大阪地区（泉北竹城台一丁団地） 

〔地域居住機能再生推進事業（住宅市街地総合整備事業）〕 

位 置 図 

 

 

区 域 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

泉北竹城台一丁団地 

重点整備地区 

拠点開発区域 

© GeoTechnologies, Inc. 「PL21001」 

 

泉北竹城台一丁団地 
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事業再評価書                独立行政法人都市再生機構 

地 区 名 

 

東中神駅周辺地区 
 

 所 在 

 

 東京都昭島市福島町、東町二丁目の全域、東町五丁目、

玉川町一丁目、もくせいの杜一丁目、二丁目の各一部 

 事 業 手 法 
 

 住宅市街地総合整備事業（拠点開発型） 

 地 区 面 積 
 

 約 55.9h 

 採 択 年 度 
 

 令和２年度（予算化） 

 
評 価 の 

区 分 

 

 新規採択後に５年間を経過した時点で継続中の事業 

地 区 の 概 要 

位 置 ・ 交 通 

条 件 

 

 JR 青梅線「東中神」駅より徒歩１分 

現 況 等 

JR 東中神駅北側は、建替えが進む都営昭島福島町アパー

ト等住宅や小規模店舗等が立地する既成市街地と土地区画

整理事業により道路・公園等の整備が行われた新市街地、立

川基地跡地昭島地区の一部からなる。 

JR 東中神駅南側は UR 都市機構東中神団地（管理開始

昭和 42 年度）及び都営昭島玉川町アパート（建設年度昭和

44～52 年）等の住宅、商店街が立地している。 

 

〇東中神団地 

・管理開始年度：昭和 42 年度 

・従前管理戸数：594 戸 
 

事 業 の 経 緯 

 

平成 31 年 3 月 UR 賃貸住宅建替事業着手 

令和 2 年 2 月  住 宅 市 街 地 総 合 整 備 事 業 整 備 計 画 策 定

（昭島市） 

令和 2 年 4 月 事業予算化  

（令和 4 年 3 月 緑道整備完了：別事業） 

令和 6 年 3 月 UR 賃貸住宅一部竣工（362 戸） 

（令和 6 年 4 月 認定こども園：別事業）  
 

そ の 他 

 

― 
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計 画 諸 元 

○主要街区における住宅等の建設 

施行者 建設戸数 住宅建設の基本方針 

機構 

 

 

 

約 700 戸 ・近接地及び UR 東中神団地を活用

し、耐震性に課題のある UR 賃貸住

宅を建替え、良好で利便性の高い

市街地住宅を供給する。 

・駅前の賑わい形成に資するような

施設等の導入を図るとともに、商店

街の再生を図る。 

・多用な世代が生き生きと暮らし続け

られる住まい・まちの実現を図る。 

○公共施設の整備 

 道路（昭島 3・2・11 号整備事業）、緑道（別事業・新

設） 

○公益施設の整備 

 認定こども園又は認可保育所（別事業・新設）、社会

福祉施設・商業施設等 

 

○事業費 （令和 2 年 3 月事業計画）  

全体事業費 

（国費） 

約 57 億円 

（約 19 億円） 
 

 

1. 

事 業 目 的 等 

事 業 の 目 的 

・都市計画マスタープランにおいて、立川基地跡地昭島

地区に広域的な機能や商業・業務施設が導入されるこ

と、並びに国営昭和記念公園や市外からのスポーツ利

用も多い昭和公園が立地していることから、JR 東中神

駅周辺を新・交流拠点として位置づけ、回遊性、快適

性の高い空間となるよう整備を図り、魅力と活力にあふ

れたまちの形成を目指す。 

事 業 実 施 

( 機 構 参 画 ) の 意 義 

・ＵＲ賃貸住宅の建替事業により、敷地の有効利用を図

るとともに、耐震化対応を行い、居住水準の向上に資

する良好な賃貸住宅供給を行う。 

・駅近接の立地を活かし、にぎわいのある交流拠点の形

成及び快適で災害に強い居住環境を創出する。 
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2. 

政策効果分析  

 

 B／C＝1.01、 残事業 B／C＝1.08 

 

３. 

事 業 を 実 施

す る こ と に よ

る効果・影響 

居 住 水 準 の 向 上 

（ U R 賃 貸 住 宅 ） 

【建替事業による居住水準の向上】 

・耐震性に課題のある建物を建替えにより耐震化 

・多世代に対応した多様な型式を供給 

・設備の改善、バリアフリー化により安全性を向上 

周

辺 

環

境 

向

上 

安 全 ・ 快 適 

な 生 活 空 間 

・安全な歩行者空間の整備 

・昭島市の東の玄関口として、新たな交流拠点にふさわ

しい機能導入を図る 

都 市 景 観 の 

調 和 
・美しく快適でシンボリックな街並み景観づくりを行う 

少 子 高 齢 化 社

会 へ の 対 応 及

び 生 活 利 便 性

の 向 上 

・地区内に、居住者交流を促す場の整備を図る 

4. 

実 施 環 境 

1） 

事 業 の 進 捗 

・東中神団地先工区においては、令和 10 年度中の UR

賃貸住宅の完成を予定。 

・東中神団地後工区においては、居住者が先工区へ移

転完 了 後、既 存 建物 を除 却、事 業者 公 募を経 て社 会

福祉施設・商業施設を令和 14 年度末に竣工予定。 

2） 

事 業 リスクの見 込 み 

 

現時点で想定される大きなリスクはない。 

3） 

コ ス ト 縮 減 や 新 技

術 ・ 制 度 等 の 導 入 

 

― 

対応方針案 事業継続 

 
対 応 方 針 案 決 定 の

理由 

・既存建物の耐震課題を解消するとともに、利便性が良

好で質の高い市街地住宅の供給により、居住環境の向

上が図られている。 

・「新たな交流拠点」の形成に向けて、駅前の賑わい形

成に資するような施設等の導入や、建替え事業に合わ

せた商店街の再生 により魅力ある駅 前空 間の創 出 が

期待できる。 

 

以上のことから「事業継続」 

 
 

- 8 -



東中神駅周辺地区（住宅市街地総合整備事業） 

位 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 域 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東中神駅周辺地区住宅市街地整備計画書（R2.2 東京都昭島市策定） 「整備地区区域図」より抜粋 
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